































































霊祭-2.1 平成 2年 7月出水被饗…覧褒
(1) 一般被響
区 分 被 害
人 死 者 人 2 
自守 行方不明 人
被 E長 f努 人 3 
受C2Z3 車査 f銭 人 12 
全 壊 棟 14 
住 半 壊 宇奈 17 
家
一部破損 棟 76 
被
害 床上浸水 中東 4，629 
床下浸水 棟 21，120 
(2) 被答総額 (単位:千円)





燦 度 被 害 1，290，846 
林 産 被 震EコZ 110，065 
産 被 蛍口z 37.034 
水 産 被 g口z 284，374 
商 エ 被 害 10，293，895 








































































筑後1水系河川 208.6km 46.91ω 22.5% 
嘉瀬川水系河1 94.31世E 32.8km 34.8% 
六魚川水系河川 156.1km 41.飢餓 26.6% 
松浦1水系河川 171. 7km 62.1km 36.2% 
一級水系河川 367.4km 133.21切 36.3% 
















地域rR分 (km') 槌管数 通水断面比断面 2 m'/km' 4 m'/km' 6 m'/km' 8 m'/km' 計
(rn') (ぱ/km') 以下 以 下 以 下 以 下
神埼・鳥栖 149.14 62 1，081.42 7.25 2 (2) 6(4) 6 (0) 8(2) 14(6) 
佐賀江1以北 91.20 64 428.40 4.70 2 (2) 3 (1) 3 (0) 3 (0) 3 (0)
佐賀江1以南 69.70 90 360.06 5.17 2 (2) 8 (6) 9(1) 10(1) 13(3) 
本 江 1 29.09 18 79.09 2.72 1(1) 3(2) 4(1) 5(1) 5 (0) 
嘉瀬1周辺 39.35 35 164.66 4.18 3(3) 7(4) 9(2) 10(1) 14(4) 
牛 津 1 60.73 47 279.45 4.60 5 (5) 7(2) 10(3) 12(2) 14(2) 
六角川上流 51.00 27 63.59 1.25 4 (4) 4 (0) 5 (1) 5 (0) 6 (1) 
六角川|下流 80.16 74 186.66 2.33 4 (4) 9(5) 10(1) 10(0) 1(1) 
白石・鹿島 102.68 60 384.32 3.74 3(3) 1(8) 14(3) 16(2) 18(2) 
唐 津 15.74 13 106.50 6.77 2 (2) 4(2) 5 (1) 5 (0) 6(1) 
伊 ヌゴ 塁 27.40 16 226.57 8.27 。(0) 。(0) 。(0) 4 (4) 7(3) 






























































7 % (385m3/s) となっている.
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褒-3.3 地域区分毎の排水ポンプの現況
現 況 持ド *- ポ ン プ流 域 区 分 流域箇穣(km') ポンプ設讃ヶ所数
ネ申 埼 . 鳥 楢 149.14 
佐賀江)11 以北 91.20 
佐賀江川以南 69.70 
本 住 江 JI 29.09 
嘉 瀬 JI! 局 辺 39.35 
牛 津 JI! 60.73 
ムノ、角 JI 上 流 51.00 
ノー」、角 JI 下 流 80.16 
白 石 . 鹿 差主 102.68 
庸 津 15.74 
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る各地問の流出量 (Oi)の試算 Oi= 
Ci I H2i-Hli I 
これを微小時間ム t 間 (t~ti 時刻)
の排水量とする.
② この流出量 (0)と t~ti 時刻の各額
流入量(他地からの流入，降雨量等)
Iからムt関の各地の貯留増減量ムV
=~ 1 -~ 0を求める.
③ ti時刻の貯留叢Vti=V t十ムV





















































































三:日雨量 2 日雨翠雨議 W 雨量(蹴) (醐) w 
①S.28.6 366.5 1/60 465.1 1/63 
②S.30.4 274.6 1/23 366.8 1/29 
③S.47. 7 150.0 1/3 256.0 1/10 
④S.54. 6 177.5 1/6 245.5 1/7 












雨室主 雨量 備 考
(皿) w (幽) W 
555.8 1/67 590.6 1/42 既往最大洪水
402.5 1/23 405.4 1/11 
300.0 1/10 341.0 1/7 最近の著名洪水
316.0 1/12 461.5 1/17 最近の著名洪水
357.5 1/18 390.5 1/10 最近の著名洪水
図-4.3 基準洪水の降雨パターンと主要地点の外水波形 (昭和47年 7月実綴洪水)
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X' -0034y -t 1010 
被審抵揺薄(xH製品調官の綾審額J/(現況揮官の被奮怒〕
0.6 


























































、潮 位 ÷ 河川水位
項 自 河}I水位
現況断面3m'/k由2を8m'/ばに拡大した場合 0.777 0.833 0.912 
被害の低減率
現況断面3ぱ/k盟2を6ぱ/km'に拡大した場合 0.862 0.908 0.955 
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±璽立後の士由形でのt甚水位:T P 1. 42m 
14 







現況士由形でのお臨水位:T P 1. 25m . 一一一一一一












項 自 ①現況地形 ②埋立後の
変化笠 備 考計画地形 ③=②一①
遊 水 主設 162.9 67.5 ④-95.4 W 口 1/10年洪水による現況水位(103m，) T p1.25mでのV









排水盤必婆ポンプ規模左欄の概算事業費 1m'当りの排水盤 宅地化 1戸当り
V (103m') Q(ぱ/8)
神主奇・鳥栖 14，669.0 389.4 
佐賀江JI以北 3，059.0 252.0 
佐賀江JI以南 4，270.0 50.0 
本庄江JlI 894.0 42.5 
議瀬川周辺 2，916.0 86.6 
牛 津 JI 5，541. 0 179.7 
六角川上流 3，161.5 177.3 
六角JlI下流 7，820.0 316.0 
白石・鹿島 6，362.5 260.6 
蔚 津 176.0 11.8 
伊 万 恩 1，830.0 64.8 














22一一ー イ民平均研究NO.IMARCH 1992 
(百万円) (百万丹/103m') (千円)
38，940 2.7 891 
25，200 8.2 2，706 
5，000 1.2 396 
4，250 4.8 1，584 
8，660 3.0 990 
17，970 3.2 1，056 
17，730 5.6 1.848 
31.600 4.0 1，320 
26，060 4.1 1，353 
1，180 6.7 2，210 
6，480 3.4 1，122 

















































神埼・鳥栖 65.4 6，540 
嘉瀬)1 J湾辺 6.83 683 
牛 津 )1 8.91 891 
六角川上流 16.46 1.646 
六角川下流 30.57 3.057 
白石・鹿島 59.99 5，999 
唐 津 1.8 180 
伊 ヌヨ 墜 1.07 107 







































































































Q:ポンプ排水ft!:: ni/ S 
q 比排水放:ni/s/km' 
現況ポンプ 排水際擦条件別必姿ポンプ規模(全体規模)
地域区分 Q 司 ① ② ③ 
@ ⑤ @ ⑦ @ 
(m'/ s) (m'/ s /'ri) Q q Q q Q q Q q Q q Q q Q q Q q 
(ぱ/s) (m'/ s /'ri) 
事1埼・鳥橋 18.8 0.80 279.3 1.87 56.1 0.38 84.3 0.57 58.0 0.3官 213.4 1.43 IIι95 0.74 169.70 1.14 10.80 0.68 
佐賀江1以北 72.0 0.79 252.0 2.76 252.0 2.76 252.0 2.76 252.0 2.76 252.0 2.76 252.0 2.76 
佐賀江Jlt以南 61.0 0.8 40.0 0.57 40‘。 0.57 40.0 0.57 40.0 0.57 40.0 0.57 40.0 0.57 
本皮江川 17.0 0.58 42.5 1.46 01 1.0 0.38 39.0 1.34 0.17 
綴JI周辺 29.0 0.74 4.7 1.14 8.0 0.20 4.6 。I 1.2 0.03 31.1 。同79 12.2 0.31 25.40 0.65 2.30 0.57 
牛津Jlt 80.1 1.32 157.6 2.60 31.1 0.51 143マ22.36 31.0 0.51 15.3 2.56 85.15 1.40 53.60 0.8 45.0 0.74 
六角川上流 0.8 0.02 20.8 3.93 42.6 0.84 162.6 3.19 36.8 0.72 187.8 3.68 141.65 2.78 45.0 0.8 37.90 0.74 
六角 1下流 52.0 0.65 2お.0 2.79 64.4 0.80 34.5 0.43 36.2 0.45 17.7 2.20 169.0 2.10 70.80 0.8 59.ω 0.74 
白石・箆島 125.0 1.22 :ω5 1.56 iι9 0.15 24.2 0.24 13.3 0.13 86.8 0.84 54.3 0.53 148.0 1.4 15.10 1.12 
縫 津 3.4 0.2 7.4 0.47 。 。 。 。 。 iι80 1.07 3.50 0.2 
伊万里 12.1 0.4 31.2 1.13 0.8 0.03 。。 。 8.9 0.32 。 16.50 。ω 12.30 0.45 





































































特に，六角)IIJ二流地区(3.93rIi/ S /km') ， 
六角川下流地区 (2.79m3/ S /凶)牛津川







模の比排水量は1. Om3/ S /km'以下となっ
ており，現実的な規模の範圏内にあると
いえる.
付:⑥の条件による必要施設規模
上記(イ)と開様，六角川水系地区と佐費
江)1以北地区の厳しさが際立っているが，
その他の地区はいずれも1.OrIi/ S /km'以
下であり，現実的な規模の範囲内にある
といえる.
7.おわりに
今田の検討は，排水に関する現況の把握・
分析と湛水許容条件概略必要ポンプ規模の
算定を試みた.これらはそデル蜂雨を超過
確率w=1/1 0 (昭和47年7月洪水)と
していることや，流水は充分集まる等仮定
条件のもとでの必要ポンプ規模であり，結
果をそのまま充分な規模，あるいは実施に
むすびつけることはできないが，大まかな
目安，内水地区間の比較としては評価でき
るものと思われる.さらに，槌管拡大によ
る自然排水増大効果，埋立による遊水機能
の低下等の排水に関する基本的考え方とし
て充分活用できるものと考えられる.
これからの課題として佐費平野等を流れ
る低平地河川における流出抑制方法，潮位
差が生じその干満惹も大きいことを利用し
た排水ポンプと調節池の併設等最適な施設
計画の在り方，千陸化の進む有明海，軟弱
地盤で沈下が進むなかでも効果を充分発揮
できるような良質な治水施設の設計・施工，
治水施設の維持管理の強化および在り方等
についても今一度考え護してみる必要があ
ろう.
さらに現在の財政，治水整備水準状況を
えた場合，治水施設の整備を急ぐことは
もちろんであるが，農業用用排水路，クリー
ク等も含めた現有施設開の調整・有効利用
についても再検討してみる必要があるよう
に患われる.
(原稿受理 1991年1月25日)
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